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脳卒中後遺症をもつ患者の退院・転院後

3ヵ月時点のADL改善とその関連要因

石川りみ子 崎原 盛造

當銘貴世美 仲里 幸子

　脳卒中発作のために入院し，運動機能障害のためリハビリテーション治療を受けていた患者の中で，入院

後6ヵ月を過ぎた者，意思疎通のまったくとれない重度の意識障害や痴呆を除外した脳卒中後遺症をもつ患

者94人の，退院・転院後3ヵ月時点のADLの関連要因について分析した結果，以下の知見が得られた。

　1.　3ヵ月後Barthel Index点（以下BIと略す）を目的変数とし，性別，年齢，入院日数，退院時下肢麻

痺，訓練意欲，自発的意思表示，視力，退院時BIの8項目を説明変数とした重回帰分析の結果，重回帰係

数0.904，寄与率0.817となり，それら8項目は退院後3ヵ月時点のADLを予測できる変数であった。

　2.　高齢者の場合，筋萎縮等が退院後のADLに影響を及ぼすと推測されたので，65歳未満群（N＝44）

と65歳以上群（N＝50）に層別化し，8変数で重回帰分析を行った。その結果，65歳以上群が，より退院時

の状況の影響を受けていた（65歳未満群R＝.871，R2＝.758，65歳以上群R＝.934，R2＝.873）。

　3.　65歳未満群で有意に関連のあった項目は自発的意思表示，視力，入院日数，退院時BIの4変数であ

り，65歳以上群では視力，訓練意欲，退院時BIの3変数であった。

　以上の結果から，脳卒中患者の退院後3ヵ月時点のADLを予測するのに，上記の退院時の8変数はきわ

めて重要であり，退院後のADL改善に向けての患者および家族教育への有用性が示唆された。
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